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  ①ウェブの高力ボルト継手を１次締め 
  ②フランジの溶接施工 
















(a) 全断面高力ボルト継手     (b) 全断面溶接継手         (c) 併用継手 
大型Ｉ断面桁の現場継手形式 
し，高力ボルト継手，溶接継手，併用継手の３種類について，設計法と施工過程を比較し
た．設計方法は，道路橋示方書に基づく従来の設計法として試算した．施工過程の比較で
は，高力ボルト継手と溶接継手は従来の施工手順とし，併用継手では，①ウェブの高力ボ
ルト継手を１次締め，②フランジの溶接施工，③ウェブの高力ボルトを本締め，といった
手順で工程を試算し，併用継手の合理性を明らかにした． 
 
 第３章「軟質突合せ溶接継手の降伏応力と引張耐力」では，少数主桁橋のフランジ継手
などに採用される軟質横突合せ溶接継手を対象とし，母材の強度を３種類に変化させた V
型開先の横突合せ溶接継手の引張試験と，パラメトリックな弾塑性有限要素応力解析を実
施し，軟質溶接継手の降伏応力，引張強度と変形性状を明らかにした．さらに軟質縦突合
せ溶接継手についても同様の検討を行った． 
 
 第４章「いったんすべった高力ボルト継手のすべり係数」では，併用継手を構成するウ
ェブの高力ボルト継手を対象とし，予すべりを与えた後の高力ボルト継手のすべり係数に
ついて，予すべりの方向，予すべりの量，本締め作業時の応力作用の影響をパラメータと
したすべり試験を実施し，すべり係数に及ぼす影響を検討した． 
 
 第５章「設計への応用」では，３章と４章で得られた結果を踏まえ，本研究で提案する
手順で施工した軟質溶接継手を用いた併用継手の試設計を実施し，合理性を確認するとと
もに大断面Ｉ形桁の接合方法に関する今後の課題を示した． 
 
 第６章「結論」では，本研究で得られた成果をまとめて示している． 
 
 
 
２．審査結果の要旨 
 
 論文内容の要旨で述べたように，近年鋼橋の標準とされている I断面少数主桁橋の架設時
の現場継手の施工方法について、その問題点と明らかにするとともに，その改善策の一つ
として高力ボルト摩擦接合と溶接接合の併用継手について着目し、①ウェブの高力ボルト
継手を１次締め、②フランジの溶接施工、③ウェブの高力ボルトを本締めといった施工手
順を提案している．また，そのような施工手順を用いた場合の問題点、すなわち溶接施工
時に１次締めしたボルトが滑った場合の本締め後のすべり耐力を詳細に計画された実験を
行うことにより明らかにしている。さらに、高強度鋼材を用いた場合に問題となる溶接割
れ防止策として軟質継手に注目し、軟質継手とした場合の強度を推定するための評価式を
詳細な実験と解析を行うことにより提案している。このようなすべり耐力と軟質継手の強
度評価式を用いた主桁接合部の設計法を示している。さらに、ここで提案する方法で設計
した場合の施工上の優位点を明らかしている。 
 以上のように、ここでの成果は今後の鋼橋の設計および施工の合理化に寄与するもので
あり、高い工学的価値を有するものと判断される。よって、本審査小委員会は全会一致を
もって提出論文が博士（工学）の学位に値するという結論に達した。 
 
